
岐

汗～

（
ノ

擾

L・、

、

へ

、’v　　　－r一幽．「　マ轡・嘱｝’「ぐて㍗一～＝野

、

｝一、♂ヤー｝㌧如一㌔〆㌔デ辱“｝叫》”｝鴨一肖悔’｝一鰍■㌧胃㌔■㌔の一》廿｝一㌔碑｝一一壷婦吋寵肖》劃㌧ヂ》～ρ｝騨》｝，》rw一曜㌔」一》㌔一

～一一7》　　　　　、㌦
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　●

　　　　　　t　㌔　　　　　　　・
　　　　　一●　　　　画ヤ　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　　　　ヘロ

　　　　ち　　　　　　　　　　　　ウ　　　　　　　ラし
　　喝　，　　　　　　　し，・
つ　ち　もぐ　　　　　　ヨジ　　　　　　　ヨじ
　ヘ　ク　　　　　　ぐへ　　　　　　　の
い
・ ＾　亀，．　●　　　　　．、．

笥　　，・　　　　　　　　　　紬
噸5◎、　　　　　　　　　　　　＿一

　・“　　　　　　一

∫

107

ヒマラヤ登山と気象

藤 李 ・正 男

一ヤ馬＾、～《、～《誘b《り咋＾＾＾｛＾’“噺・｛＾’｝｝り…価一｛・町｛一桝・嚇一・へ’、《《＾＾漕｝、｛＾へ｛＾＾｛’衛＾｛＾・｝｝殉・’㌦嚇㌦～㌦飾’噺』～へ噂幡や

　は：しがき　　 　　　，　　．－　　　　1　　　　　　　　　l　and　practically　no　wind．『

　京都大学学士山岳会で昨年秋，ネパールヒマラヤ山脈

中のアソナプルナ山群に遠征隊を派遣した．当初の目標

であったアソナプルナニ峰は大障壁にはばまれて断念

し，第二目標であるアソナプルナ四峰を北面より攻撃

し，高度約7200米に達したが強風のため途に登頂を断

念してしまった．

　私達の登山した時季は九月から11月中旬にかけての

いわゆるポストモソスーソで，従って私の経験も其の範

囲に止まり，標題とは少し異なるが，ポストモソズーソ

に於げる私達の経験を主として，いろいろ考えたことを

述べたい．　　　鼠

　1．モンスーン

　6月上旬には1じまり10月上旬に終・るモソスーソを中

心として其の前をプレモシスーソといい1後をポストモ

ソスーソと呼ぶことは常識となっており，世界各国の登

山隊は主としてプレモソスーソを選ぶが，私達はいろい

ろな理由ポストモソスーソを選んだ．「そのため資料の殆

どな㌧．・ポストモソスーソについて一つの貢献になったわ

けである．このプレとポストのいずれが登山に適するか

についてはポス努モソスーソの気象データが殆ど欠けて

いる現在判断することができないが，後述するように，

非常に弓量い偏西風が吹くために，ポストモソスーソがど

ちらかといえば不利であるとされている、

　昨年のモソスーソ開始は例年に比して大分遅れて膚

た．モソスーソの絡了はアソナプルナ地方にては10月

5日頃であった．この絡了時季は李年なみであった．

　モソスーソ以外の時季には偏西風が吹くが，モソスー

シが始まるころに東風に変る．この移行期は約ユ週間で

風も無く，好天が続く．従ってプレモソスーソを選ぶ登

山隊はモソスーソ前より行動を開始して，最後の登頂を

この好天時に持ってくるよろに計画を立てる．昨年はモ

ソスーソの到来が遅れたため，この移行期の好天が異常

に長く，エベレみ・ト登頂成功の一因として，これが非常

に好蓮であったことが考えられる，ヒラリーと共に頂上

に登ったテソ’ジシ旭天候にめぐまれたことを成功の重大

な一因として挙げており，事実登頂の日は理想的な日で

あったらしく隊員の一人が次の檬にいっている．

，”It　was　a　bright　and　sunny　day　withno　clouds

1954年8月

，，1許　’翼

。謄

．藁颪漏畿愚講臨煮娠宏、趨
なく天気も好く，絶好の登山日和が約1週間続く♂そし一ぐ噸

灘叢瀞ヱ；響灘蔽鯨瓢△1

灘欝1麗離辮要讐凝1

2』風について　一一　．　　　◇1難

罫　　骨を刺　　を締lrl　
この彊風の存在鵬中よ嚇され研究ウ：進拶，、懇

　　其の進路はヒマラヤ山脈の上を通り昆明，．重慶から、

日本列島の働吹き抜げる．・　　．講

　C，1月頃が最も激しく，ヒマラヤ上室で時速100ノ

　　ヅト・（秒速50米）に達する．日本列島上室では最1．窺

　　も激しく時速200ノット（秒速100米）には屡々達『一・』lr

　　する．　　　　　　．　　・　　　　　　　　　　　　　→・、，セ1壌

これがポズトモソスーソに於げるヒマラヤ登山の最大の　身驚

障害になるのはもちろルで，いかにしてこの彊風に抗す．’、盤

るか，あるいはこれを嚥するかに私齢目鰭慮し．鞭

た・幸にもカルカッタ気象台で台長マル博士より大変好彊

意ある扱いを剰其の鰻供された酬を調べると次の．ド∵　．

ようなことが判明した・　　　　　　一　．　　　　　△講・・

　A，1952年秋のジエヅトストリームの中心は12キロ㌧、・灘

　　の高度・北緯28度5頒経86度5分（これはエベ・、．麟

　　レストの眞騰スイス隊の失敗も薯然ψなず㌧灘

　　る）　　　　．『　　　　　　　　　　　　’　　　　　一　』．鷺舞

B，・・月より・・月，・2月と月を経るに従って彊くが澗

　　，る．　　．　　　　L　　　　　　　　　　　　＼　 」㌧鐸▼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，泌驚耀
　　この間儲の少繭聞があり，この週騨大慨乃言．鋪．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　〆㌣
　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。｛騰ζ．型』
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　　至5日間である．

Aに就いてはアソナプルナ山群は一応ジェットの中心を

外れており，幾分軽く済むであろう．そしてBに就いて

傭若し私達の攻撃が移行期を逸してもチヤソスが無い訳

ではなく，毎日の気象放邊とμ順に出る雪煙とを比較し

て風の彊度を推定していればあるいはこの少康期を把み

得るかも知れないといろことである．まして7000米以

Lの高度になれば地Lの気圧の牛分以下となり，室気の

密度が小さいから，秒速50米の張風といえども，実際

に感ずる圧力は25米にしかならぬであろ5．その程度

が最高風速とすれば決して耐えられぬ風ではない．

　寧ろ心配なのは寒さではなかろうか．普通体感温度は

零下20度以下では風速1米に就き1度下るといわれて

　　　　　　　　　　　　　　　りいる・とすれば零下30度の尾根上でしかも日照時聞の

非常に少い秋に，50米の烈風におそわれることはとり

も直さず，非常な寒気を意昧すると考えられる．

　前述のスィス隊の記録を見ても非常な寒気で殆ど眠れ

なか？た晩が多く・凡ゆる装備を着込み，二重の寝袋の

中に入っても，何処からともなく忍び寄る寒さに曉方迄

まんじりともしなかったことが何回となく繰り返されて

いたそろだ．

　この点に関する私達の装備は予期以上の効果を発し，

殆ど寒さを感ずることはなく，最高所の第5キャソプ

（高度7200米）でジエットストリームをまともに受げ

てテソトを吹き破られ，夜中の午前1時から朝の10時迄

吹きさらしの中に過した時でも塞いと感じたことはなか

った．

　ただテソトの破れ目を補修する際やむを得ず手袋を脱

いだのが致命的で右第三指を凍傷にやられ途に切断しな、

げればならなかったのは矢張りこの塞気が如何にきびし

いものかを示すものであろ5．当・時の温度は零下30度

（推定）書閻は零下20度で，風速は測定しなかったが，

カルカツタ気象台の予報では自由大気中で70ノツト（秒

速35米）で私達が日本の冬山例えば富士山辺りで体感

ずる秒速50米近くを感じました．之は風が尾根を越す

時急激に彊くなることは当然で，35米を越えていたもの

と考えて間違いはなかろうと思われる．

　さてジエットの少康期聞については私達がキヤラバソ

の途次，マナスルや，アソナプルナニ峰の雪煙を記録し

たのと，帰途カルカッタでマル博士の資料と照し合せる

と大体合致していたようであった．

　5．その他

　天候はモソスーソ終了後は非常に良く，殆ど晴天が続

いた．ただ前述の私達が最高処より敗退した日すなわち

11月4日に6000米前後に降雪を見たことが例外である

にすぎなかった．カルカッタ気象台のデーターをみても

アソナプルナ地方におげる10月中の降雨（被雪も含む）

日数は3～5日となってお例非常に好天で気温も叉，

12
＼

プレモソスーソ程高くなく，キヤラバソ族行には絶好と

いえる．

　普通ポストモソスーソ中の登山では午後2時以後は行

動下能といわれている．これは日照時間が短㌧一・ためで特

に北面では2時ともなれば陽は完全に山陰にかくれて気

温は急激に低下し始める．私i達はこの点に関して幸麺な

ことにアソプルナ四峰の登路の大部分が西にあるアソナロ

プルナ三峰の亘体に依ってジエットから保護されていた

故か前徳峯迄は殆ど風にあっておらず，従って2時以後

でも、急激に温度が低下したとはいえ行動不能ということ

は考えられなかった．忙しい日は午後6時頃暗くなる迄

行動を続け得たこともしばしばあった．

　4．登山季について

　前述したいろいろの経験や資料によって最初に書いた

よ5にポストモソスーソとプレモソスーソの何れが登山

に適しているかを考えてみよう．但し，それにはいろい

ろの前提があろ5．大体次のとろりである．

　A．私i達にはプレモソスーソの経験がないこと．

　B．年に依って気象状況が非常に異ること．

　C・“、IMomtainsm碑etheirownweather”と良

　　くいわれるよろに，ヒマラヤのよ5な長大なしかも

　　複雑な山脈においては所によって条件が非常に異

　　り，正確にに目的とする山自体の気象を考えねばな

　　らないこと．

　D．ポストモソスーソの記録が非常に少いこと．

　以上よりしてどちらが良いかという結論を出すのは危

瞼で，不充分ではあるが大体次の様にまとめ得るのでは

なかろ5か．

　A・7000米迄の山ならポストモソスーソが好適では

　　なかろ5か，但しこの場合のポストモソスーソは10

　　月一杯である．

　　最大の問題である風もこの期間なら7000米では最

　　大時速30～40ノット程度であろう．（カルカッタ気

　　象台のデーターはそれ以下であったが）しかもこの

　　期間は殆ど降雨，降雪がなく行動日数にロスがな

　　い．ナレモソスーソでは相当の降雪によって行動が

　　妨げられることが多いため，よくは期待できない．

　B・8009米以上の山についてはポストモソスーソで

　　は相当難しいと考えられる．

　　それは8000米ともなれば登山の期間が7000米とは

　　比較にならぬ位長くなることが予想され（こり増加

　　日数は等差的ではなく寧ろ等比的である）10月上旬

の移行期の好天を把むことを考えると準備行動は当

然モソスーソ中よりなされねばならない．これは山

へ接近するキヤラバソ族行（2～3週聞の徒歩）の

難渋の増加，そして多量の降雪及びそれに俘弓不安

定な積雪に悩まされる登路の危瞼，体力の浩粍等，

之等種々の困難の克服を前提として考えねぼなら

”天気鰐．か4、

『一歯此，一き
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C．低地の旅行にづいていうと，ポストモソスーソの

方が樂ではなかろろか．気候からすればモソスーソ

　の近づくむしあついプレモソスーソよりも乾燥し，

　涼しいポストモソスー／が良いことは当然であろち

　　し，ネパールにおいては主食物のとり入れ時であっ

　　て現地食が安価に入手し得る．

以上簡単であったがポストモソスーソとプレモソスー

ソの適否を考えてみた．

　　　　　（京都大学学士山岳会ヒマラヤ遠征隊）

1””ll川m”lll111Ulllll川1川1”lllll”1川lhl11111111mlll川1川1“llll””“川ロII”“lll“川川1U”1”ll聾IUll川llmll“1111111111川i川111111川II川川IlI書川胆II川111111111n川ll川lm”11川II川1川iIU“ll川”11！」川UII“1川川川”””川』

狭い地域内の地中温度
のちがい

日 下　部 正　雄

重マ受幕
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　1土壌は岩石の風化生成物である鉱物質粒子と，動

植物の腐敗生成物などである腐植との不斉集合体の間隙

を，水及び室気が満たしている極めて不等質である上

に，絶えず変化している物質である．さらにこれら無

機，有機質の粒子，水及び室気の熟に対する諸性質は非

常にちがっているそれで地中温度は気温とは異り，僅か

にへだたった二点間でも著しい差い認められるのが普通

である．

　亙　中央気象台大和田出張所農業気象課において，深

さ約20cmに耕して，表面をだいたい亭にならした畑地

に，距離，間隔125×100cmに16本の曲管地中温度計・講’

を配置して，深さ5cmの地中温度を3月5日7時と16｝

時に観瀦した結果は第1表のとおりである・この観測信，イ1羅

は誤差をなるべく少くするために，2人の観測者が1人∴

は第1区より番号順に，他の1人は第16．区より番号の

反対順に読み取った値に・器差を加減した結果を・李均．

したものである．2人の観測者の読み取り値は，ただL「

回だけ観測者Bの讃み取り値が0．10Cだげ小であった

が，他はすべて観測者Aの讃み取り値が0・0～0・29C小．

であった．

第1表・狭い地域内の地中温度のちがい（その1）OC

観測時

遊

7時

16時

観 測 区 番 号

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11＊12　13・14　15　16
2．2　 2．6　 2．1

9．2　　9．5　　8乙6

　　　　　＼〈／＼

1．82．32．22．41．92．51．73．11．42．12．22ユ2．2
9．6　9．8　9．4　9．7　9．6　9．4　8．8　9．8　8．9　8．9　9．4　9。2　・9．4

李　均

2．12

9．29

標　準
偏　差

0．30

0．34

L、

灘

，認欝雛欝螺巌．囮＿．…．識
1．4～2．60C，16時には18．6～9．80Cで，その差は1・2

0Cに及んでいる．いまこれらの観測値が同じ母集団に

属するものと仮定して，Tompson．の棄却瞼定を行って

みると，7時の観測値の5ち第12区の1．4QC，16時の

観測値のうち第3区の8．6。Cは，α＝0．05とした場合

棄てるべきものであり，しかもこの値がちがった区で観

測されている．また7時の観測値では1．6～2・60Cの間

が，また16時の観測値では8．7～9．90Cの間が95％以

止の確率で現われることが考えられるが，実際にはこの

範囲外の観測値も得られている．これらのことはこの16

本の温度計を設置した挾い地域内においても，地中温度

そのものに差があり，しかも地中温度が何かの影響を受

けて変化する場合に，影響の受けかたに差があることを

1954年8月

壌の不等質性に基くものである』それでこの不顯齢』擁

除くよ5に努力ずれば，地中温度のちがいはもっ と小さ

くなるはずである．

　皿　つぎに前に使用した畑の一部を，3×2mの広ざ∵、

’に・深さ約20cmに耕し・その‡壌を．1cm角目のふる』ll、選

いにかげ，これらの作業聞を通じて・石礫・木片・草根ロ』1蝶

などの異物をできるだげ除き，表面をて》・ねいにならしご襯

た後距離間隔を等しくして8本の曲管地中温度計を配置1灘’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　ちり
し，深ざ5cmの地中温度を観測した．観測は3月13甘憲

より24日まで晦臼16時に5印5日より26日まで』灘
は毎日10時に行ったが，その結果は第2表に示すとお1』潔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴヌ
りである．　　　　 　　　，

、磯

　これによると毎日の観測値の，区による最高と最低啄灘

・麟蠣一


